産業連関分析を用いた医療の経済波及効果の推計 by Yamada, Go






Type Thesis or Dissertation
TextversionETD
Kyoto University
京都大学 博士（社会健康医学） 氏 名 山 田  剛 
論文題目 
























【結果】医療の経済波及効果は国民医療費 25 兆 9,484億円に対して 72 兆 1,074
億円（95％CI:71 兆 182 億円－75 兆 3,000 億円）であり、生産誘発係数は 2.78
倍（95％CI:2.74 倍－2.90 倍）であった。このうち原材料購入の経済波及効果
（間接効果）は 18 兆 4,743 億円（95％CI:17 兆 2,661 億円－19 兆 8,515 億円）
であり、消費活動の経済波及効果（第二次波及効果）は 27 兆 6,847 億円（95％
CI:27 兆 2,374 億円－30 兆 962 億円）であった。また、経済波及効果から雇用



































 推計結果は医療の経済波及効果が国民医療費 25 兆 9,484 億円に対して 72 兆
1,074 億円（95％CI:71 兆 182 億円－75 兆 3,000 億円）で、生産誘発係数は 2.78







 したがって、本論文は博士（ 社会健康医学 ）の学位論文として価値ある
ものと認める。 
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